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知多地区等の未利用バイオマスを原料としたバイオエタノール製造の効率化を目的に、当センター特許

技術シーズを用いた湿式粉砕処理、酵素糖化試験を行い、従来法との比較を行った。当センターが開発し

た湿式粉砕技術でスギ、タケ及びトマトの茎を粉砕したところ、180℃の加熱条件で湿式粉砕したトマト

の茎及びスギは、表面積が大きい繊維状になった。また、これらの試料を酵素糖化したところ、α－セル

ロース分解率が乾式粉砕品に比べ大きく向上した。さらに、タケを用いて当センターが開発した酢酸メチ

ル中での酵素糖化試験を行い、生成したグルコースなどの糖を少量の水で抽出したところ、従来の水中酵

素糖化に比べ、全糖が約 13.9 倍の高濃度の糖液が回収できた。  

 

１．はじめに 
知多地区では、未利用の豊富なバイオマス資源の有効

活用を目的に、地域内循環システムを目指した様々な実

証試験を行っている。耕作放棄地を利用した事業として

は、家畜排せつ物のメタン発酵、メタン発酵消化液によ

る資源作物栽培、資源作物と食品廃棄物等を原料とした

バイオエタノール及び家畜飼料の製造、地産飼料で育て

たエコ畜産物のブランド化などがある。 

本研究では、上記実証試験のうちバイオエタノール製

造事業について、当センター保有新規技術の事業化可能

性に関する優位性調査を行った。具体的には、知多地区

由来のバイオマスを原料として、当センター保有特許の

湿式粉砕技術 1)2)を用いたバイオマスの酵素糖化率の向

上、及び有機溶媒糖化を用いた高濃度糖化液回収技術 3)

を用いた試験を行い、他技術との比較を行った。 

 

２．実験方法 
2.1 試料 

バイオマスの試料として知多半島産のタケ、トマトの

茎及び三重県産のスギを用いた。また、リグニンを含ま

ない結晶性セルロースのセオラス®（旭化成ケミカルズ社

製）を対照の試料として使用した。乾式粉砕後に 500μ

m 以下の篩下画分を用いた。なお、各試料の成分分析は

既報１）に準じて行った。 

 

2.2 湿式粉砕処理 

吉田機械興業社製の湿式粉砕機を用いた既報の方法に

より湿式粉砕を行った 1)2)。なお、イオン交換水に 1wt%

の割合に混濁したバイオマス混濁液を用い、圧力

180MPa で処理した。 

2.3 酵素糖化 

三角フラスコに試料を投入し、121℃で 15 分間殺菌

処理した。冷却後、三角フラスコに酵素を無菌的に投入

し、50℃の環境下において 180rpm で 48 時間振とう、

反応させた。なお、セルロース糖化用酵素には、セルラ

ーゼ A「アマノ」3、セルラーゼ T「アマノ」4、及びヘ

ミセルラーゼ「アマノ」90（全て、天野エンザイム社製）

を用い、試料 1g に対して、各々20mg の酵素を使用し

た。なお、酢酸メチル中の酵素糖化試験は 既報 3)に準

じて行った。すなわち、竹粉砕品を 0.5%(w/w)となるよ

う 200mL の酢酸メチル中で酵素反応させた。反応後、

生成した糖類を試料の約 3 倍の質量の水で回収した。 

 
３．実験結果及び考察 

3.1 成分分析 

バイオマスの成分分析を行った結果を表１に示す。エ

タノールの原料となるホロセルロースやα－セルロース

が、タケ中に各々49.4%、30.6%と他の材料より多かっ

た。また、酵素糖化の阻害となるリグニンはトマトの茎

で 9.6%と少ないことが確認され、リグニン除去など前処
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